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森
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ｍ
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時
期
不
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自
然
流
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る
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遺
物
と
し
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は
、
縄
文
時
代
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上
器

。

石
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平
安
時
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土
師
器

。
須
恵
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擦
文
土
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陶
磁
器
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砥
石
な
ど
が

あ
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Ｈ
区

一
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ン
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の
、
現
地
表
面
下
約

三
ｍ
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砂
質
土
の
層
理
面
か
ら
、
計
五
四
点
出
土
し
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。
他
に
墨

痕
が
認
め
ら
れ
な
い
同

一
の
規
格
の
木
片
が
入
点
あ
る
。
木
簡
の
出
上
位
置
及
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同

一
層
か
ら
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共
伴
遺
物
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め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
上
位
の
堆
積
層
か
ら

板
材
な
ど
の
本
器
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出
土
し
て
お
り
、
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に
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位
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人
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埋
め
戻
し

に
よ
る
堆
積
層
か
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、　
一
九
世
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前
半
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瀬
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出
土
し
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い
ず
れ
の
資
料
も
笹
塔
婆
で
、
非
常
に
薄
作
り
で
あ
る
。
久
損
資
料
が
多
い

が
、
上
端
を
圭
頭
も
し
く
は
撥
形
に
仕
上
げ
て
い
る
。
木
取
り
は
板
日
、
柾
目

が
混
在
し
、
木
取
り
の
差
異
に
よ
る
上
端
部
の
加
工
の
差
異
や
記
入
文
字
に
つ

い
て
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
働
の
よ
う
に
下
端
が
削
暦
状
を

呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
笹
塔
婆
を
二
次
的
に
加
工
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
の

で
、
こ
れ
は
材
か
ら
笹
塔
婆
を
製
作
す
る
際
の
削
り
方
に
起
因
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
こ
の
状
態
で
原
形
を
保

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
笹
塔
婆
の
製
作
方

法
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。

本
遺
跡
出
土
資
料
の
中
で
最
も
多
く
記
入
さ
れ
て
い
た
字
句
は
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三
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」

で
あ
る
が
、
草
書
お
よ
び
楷
書
な
ど
複
数
の
字
体
が
あ
り
、
⑭
⑫
の
よ
う
に
下

端
に
文
字
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
加
わ
る
も
の
が
み
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れ
る
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ま
た
、
⑬
ｌ
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は
同

一
の
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で
、
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っ
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が
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の
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が
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る
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①
、
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面
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の
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と
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る
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文
化
財

研
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所
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渡
辺
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の
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示
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得
た
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赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
撮
影
は
、

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

青
森
市
教
育
委
員
会

『市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
一
（一
一〇
Ｑ
二
年
）

（木
村
淳
一
）




